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君との婚約を破棄させ
てもらう！（４）
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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

「
君
と
の
婚
約
を
破
棄
さ
せ
て
も
ら
う
!
」

「
私
は
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
と
出
会
っ
て
、
初
め
て
本
当
の
愛
を
知
っ
た
ん
だ
!
」

「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
」

　
翌
朝
。

「
キ
ャ
ー
!
　
ひ
、
人
が
死
ん
で
る
!!!
」

　
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
が
無
残
な
死
体
で
発
見
さ
れ
た
。
あ
ち
こ
ち
に
多
数
の
傷
が
あ
り
、
直
接
の

死
因
と
な
っ
た
大
き
な
傷
は
な
い
も
の
の
、
出
血
多
量
で
死
ん
だ
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　
容
疑
者
に
は
全
員
が
ア
リ
バ
イ
が
あ
っ
た
。
犯
人
は
誰
か
?
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貴
族
が
通
う
学
院
。
そ
の
卒
業
パ
ー
テ
ィ
。

「
君
と
の
婚
約
を
破
棄
さ
せ
て
も
ら
う
!
」

「
君
に
あ
れ
こ
れ
言
わ
れ
る
の
は
う
ん
ざ
り
だ
。」

「
私
は
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
と
出
会
っ
て
、
初
め
て
本
当
の
愛
を
知
っ
た
ん
だ
!
」

「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
」

　
ざ
わ
、
ざ
わ
、
ざ
わ
・
・
・

公
爵

悪

役

　
突
然
、
王
子
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
婚
約
者
、

令
嬢
と
の
婚
約
破
棄
を
言
い
出
し
た
。

　
あ
き
れ
た
も
の
も
い
た
が
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
場
は
収
ま
り
、
卒
業
パ
ー
テ
ィ
は
終
了
し
た
。

公
爵
悪

役

　
多
く
の
も
の
は
、
卒
業
後
、
そ
の
ま
ま
領
地
に
戻
っ
た
。
婚
約
者
の

令
嬢
も
、
悲
し
み
の
あ
ま

り
、
ま
た
家
族
に
相
談
す
る
た
め
に
領
地
に
戻
っ
た
。

　
何
人
か
は
学
院
の
寮
に
残
っ
た
。
　
平
民
出
身
で
、
戻
る
領
地
の
な
い
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
も
寮

に
残
っ
た
。
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翌
朝
。

「
キ
ャ
ー
!
　
ひ
、
人
が
死
ん
で
る
!!!
」

主
人
公

ヒ

ロ

イ

ン

　
女
子
寮
で

が
無
残
な
死
体
で
発
見
さ
れ
た
。
あ
ち
こ
ち
に
多
数
の
傷
が
あ
り
、
直
接
の
死
因

と
な
っ
た
大
き
な
傷
は
な
い
も
の
の
、
出
血
多
量
で
死
ん
だ
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　
国
王
「
貴
族
の
御
子
息
を
預
か
る
学
院
で
、
殺
人
、
し
か
も
息
子
（
王
子
）
の
想
い
人
と
な
れ
ば
一

大
事
だ
。

勅
許
許
可
証

　
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
卿
、
調
査
し
て
く
れ
。
こ
の

を
与
え
る
。
ど
ん
な
高
位
の
貴
族
に
で
も
聞
い

て
、
存
分
に
調
べ
て
く
れ
。」

「
承
り
ま
し
た
。
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。」

　
─
─
─
─

　
ま
ず
、
犯
行
の
現
場
で
あ
る
、
女
子
寮
の
周
辺
を
調
査
し
た
。
季
節
柄
、
あ
た
り
は
雪
に
覆
わ
れ
、
昨

晩
出
入
り
し
た
よ
う
な
新
し
い
足
跡
は
な
い
。
犯
人
は
女
子
寮
に
い
た
人
物
の
内
部
犯
行
で
は
な
い

か
?

　「
Ａ
嬢
、
あ
な
た
は
昨
晩
、
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
?
」

「
私
は
、
こ
の
部
屋
に
Ｂ
嬢
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
わ
。
学
院
の
思
い
出
を
話
し
込
ん
で
い
た
の
。
い

つ
の
間
に
か
一
緒
に
寝
ち
ゃ
っ
て
た
け
ど
。」
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　「
Ｂ
嬢
、
あ
な
た
は
昨
晩
、
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
?
」

「
私
は
、
友
達
の
Ａ
嬢
の
部
屋
に
行
っ
て
、
学
院
の
思
い
出
や
、
こ
れ
か
ら
の
領
地
の
話
と
か
を
し
て
い

た
わ
。
気
が
付
い
た
ら
、
Ａ
嬢
の
部
屋
で
そ
の
ま
ま
寝
ち
ゃ
っ
て
た
わ
。
恥
ず
か
し
い
。」

（
略
）

「
Ｋ
嬢
、
あ
な
た
は
昨
晩
、
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
?
」

「
わ
た
し
は
、
ち
ょ
っ
と
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
ず
っ
と
自
分
の
部
屋
に
籠
（
こ
も
）
っ
て
い
た
わ
。
部

屋
の
外
に
は
出
て
い
な
い
わ
。
も
し
出
歩
い
て
い
た
ら
、
隣
の
Ｊ
嬢
が
気
づ
く
は
ず
よ
。」

　「
Ｊ
嬢
、
先
ほ
ど
は
ど
う
も
。
隣
の
Ｋ
嬢
が
部
屋
か
ら
出
た
か
、
わ
か
り
ま
す
か
?
」

「
い
い
え
、
出
て
な
い
と
思
う
わ
。
ド
ア
を
開
け
た
ら
音
が
す
る
は
ず
だ
も
の
。
何
も
聞
い
て
な
い

わ
。」

　　
女
子
寮
に
残
っ
て
い
た
容
疑
者
に
は
、
全
員
が
ア
リ
バ
イ
が
あ
っ
た
。
外
部
の
人
間
の
出
入
り
は
な

い
。
犯
人
は
誰
か
?

　（
シ
ン
キ
ン
グ
タ
イ
ム
）
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ア
リ
バ
イ

不

在

証

明

「
わ
か
り
ま
し
た
。
全
員
に

が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
こ
の
中
に
犯
人
は
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
足
跡
を
残
さ
ぬ
よ
う
な
、
隣
国
の
凄
腕
の
殺
し
屋
の
仕
業
で
し
ょ
う
。
動
機
は
、
将
来
の

王
妃
を
殺
し
て
、
我
が
国
の
混
乱
を
狙
っ
た
も
の
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
し
ょ
う
。」

　「
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
真
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
・
・
・
・
」
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「
Ａ
嬢
、
あ
な
た
は
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
婚
約
者
の
Ｈ
騎
士
を
奪
わ
れ
、
婚
約
破
棄
さ
れ
、
主
人
公

《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
恨
み
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。」

「
・
・
・
・
」

「
Ｂ
嬢
、
あ
な
た
は
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
婚
約
者
の
Ｉ
子
爵
を
奪
わ
れ
、
婚
約
破
棄
さ
れ
、
主
人
公

《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
恨
み
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。」

「
・
・
・
・
」

（
略
）

「
Ｋ
嬢
、
あ
な
た
は
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
婚
約
者
の
外
務
卿
の
息
子
で
あ
る
Ｒ
卿
を
奪
わ
れ
、
婚
約

破
棄
さ
れ
、
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
恨
み
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。」

「
・
・
・
・
」

「
こ
こ
に
い
る
全
員
が
、
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
恨
み
が
あ
る
。
あ
な
た
方
は
、
全
員
が
共
謀
し
て
ア

リ
バ
イ
を
作
り
、
全
員
が
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
に
恨
み
を
晴
ら
し
ま
し
た
ね
。

　
だ
か
ら
１
１
も
傷
が
あ
る
。
Ｆ
嬢
、
あ
な
た
は
力
が
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
つ
け
た
傷
で
は
、

相
手
は
死
に
ま
せ
ん
よ
。」

「
・
・
・
・
」

「
結
構
。
何
も
答
え
ず
と
も
結
構
。
　
あ
の
主
人
公
《
ヒ
ロ
イ
ン
》
の
所
業
を
知
れ
ば
、
恨
み
に
思
う
の

も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
。
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私
と
し
て
も
、
あ
の
よ
う
な
｜
売
女
（
ば
い
た
）
と
、
そ
れ
に
騙
さ
れ
る
よ
う
な
王
子
が
将
来
の
王

と
王
妃
と
あ
っ
て
は
、
こ
の
国
の
将
来
が
不
安
だ
。

　
国
王
に
は
、
隣
国
の
殺
し
屋
が
犯
人
だ
と
報
告
し
ま
す
。
い
い
で
す
ね
?
」

「
・
・
・
・
」

　
─
─
─
─

「
陛
下
。
犯
人
が
わ
か
り
ま
し
た
。
隣
国
の
殺
し
屋
が
、
将
来
の
王
妃
を
殺
害
し
て
、
我
が
国
の
混
乱
を

狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
学
園
の
警
備
を
厳
重
に
す
る
こ
と
を
進
言
し
ま
す
。」

「
そ
う
か
。
ご
苦
労
だ
っ
た
。」

　
─
─
─
─

公
爵
悪

役

　

令
嬢
「
え
、
私
が
ざ
ま
ぁ
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
?
」

6  婚約破棄殺人事件　─　君との婚約を破棄させてもらう!（４）


	婚約破棄殺人事件　─　君との婚約を破棄させてもらう!（４）

